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   This report summarizes the improvements of physics laboratory exercises from the viewpoint of physics education in the Faculty of 
Medical Sciences, University of Fukui. The textbook was revised, the radiation counter was modified, and devices for measuring 
pendulum period and atomic spectra were developed in order to meet the needs of medical students. As a result, each subject of 
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を深めることを意図している。レントゲン撮影や X 線 













































 実習をより効果のあるものとするために, 以下の課題 
i. 重力加速度の測定(「測定精度」の実習課題) 


















































周期計測器は, 時間測定器(図 1 参照)と光電スイッ






















図 2 : 光電スイッチと振り子 
 光電スイッチは, 発光ダイオードとフォトトランジ
スタからなり, 発光ダイオードから発せられる光をフ




時間測定器は, 背面の1/10000, 1/1000の切り替え(図 
1 の C)により, 1/10000では10-4秒単位で最大99.9999秒 
まで, また1/1000では10-3秒単位で最大999.999秒まで, 













回路は, 電源(NEMIC-LAMBDA, HK10A-5), スイッ
チ, 青色発光ダイオード(NICHIA, NSPB500S), フォ
トトランジスタ(TOSHIBA, TPS601A), フォトトラン
ジスタ用アンプ(UNIEL, CF-304T), 4桁プリセット・ア








図3 : 時間測定器の内部 
タイムカウンター(UNIEL, CM-672D), ディジタル IC 
(TOSHIBA, TC4011BP)2 個からなる。 
 これらのうち時間測定器として, 電源, スイッチ, 4桁
プリセット・アップ・カウンター, 6桁1/100秒タイムカ
ウンター, ディジタル ICを1つのアルミケースに収めた





めた(図 2 の左上参照)。 
 回路図を図 4 に示す。フォトトランジスタ用アンプ, 4




























が設定値(図 1 の D)に達すると制御信号を出力し, 表 
示を停止させる。6桁1/100秒タイムカウンターは, クロ







スイッチ(OMRON, Z-15GW22-B)を用いた。図 5 のよう
に, マイクロスイッチをスタートとゴールの2箇所に設
置し, OR 回路(PHILIPS, 74HCT32)を通してフォトトラ
ンジスタ用アンプに入力することにより, スタートと


























































不感時間を調整できる。例えば図 6 において, バイアス
レベルが a であれば, 事象 p を数え落すが, バイアスレ
内田聡子 
－84－ 









図 6 : パルスとバイアスレベル 
また, 放射線計数装置 RMS-6と RMS-60とでは, 使用














































































































高圧電源装置では交流 100V の商用電源を用いるため 
に, AC アダプター(電気工業, PA920)を用いた。これら
の部品と放熱器(フジシャー, FH100), 冷却用のファ
ン(SANYO DENKI, 109S050)をアルミケースに収めた










図 11 : 高圧電源装置の内部 
回路図を図 12 に示す。9V-GND 間に 9V 直流電圧を
供給すると, トランス(図 12 の 1-2-3)のコイル 1 に電流
が流れる。更に, トランジスタにより増幅された電流が 
コイル 2 に流れ, コイル 3 の両端に電圧が誘導される。
この電圧によりコンデンサーに電荷が十分に蓄えられ
ると, 間隙 g で放電が起こり, 誘導コイルの 1 次側に電
流が流れる。間隙 g での放電は断続的に起こるので, 1
次側コイルに流れる電流が時間的に変化し, 誘導コイ
ルの 2 次側に高電圧が発生する。HV は高電圧端子(図



















め, 誘導コイルに接続されているダイオード(図 12 の
D), トランジスター(図 12 の T)およびトランス(図 12
の 1-2-3)に対して, 以下のような処置を行った。 















じになるように, コイル 1を5巻き(銅線径0.8mm), コ















図13 : トランスの入力信号周波数と増幅率 (a; スタンガン




ファンに電圧を供給する, 図 10 の B)で、トグルスイッ
チを用い, アルミケースに取り付けた。 
もう1つは, 高電圧端子間に高電圧を発生させるため
の手元スイッチ(図 12 において9V-GND 間の電圧を供 














のアルミケース全体を 5mm 厚のゴム板で覆った。 
5.2 光源装置の製作 
従来使用している線スペクトル光源装置(SHIMADZU, 
































































































を怠った, 単位を間違えた, などの失敗の経験も, 今後
に生かされるだろう。特に医学部の学生は, 医学に関す
る勉学への動機が強いので, 物理学の実験実習へ意欲
的に取り組めるように, 実習の意義を明確にしたり, 実
験課題の題材を医療に関するものから選ぶなどの工夫
が肝要である。 
今後は更に, 医療機器や生体現象に関連した物理現
象および日常生活で身近に感じられる物理現象を取り
入れて, 実習内容の見直しや, 装置の改良および開発を
進めていく予定である。 
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